虐待防止推進委員会　
～啓発活動～

●北海道札幌市で虐待報告あり
【経緯】
　時期：2024年7月23日
　場所：障害者支援施設「札幌すぎな園」
　内容：身体的虐待（利用者2名に対して）
○職員が顔を殴打、体を蹴る行為

今年7月、札幌市清田区にある障害者支援施設で、男性職員が利用者2名に対し、顔面を殴ったり蹴ったりする虐待行為があったとして、札幌市はこの施設の運営会社に対し、来年1月から3ヵ月間、新規利用者の受け入れ停止の行政処分を行いました。
行政処分を受けたのは、札幌市白石区にある社会福祉法人「北翔会」です。

札幌市によると、「北翔会」が運営する障害者支援施設「札幌すぎな園」（札幌市清田区）の男性職員は、今年7月23日、施設の利用者に対し顔面を殴ったほか、また別の利用者に対して蹴るなどの虐待行為を行ったということです。

男性職員は翌日、上司に報告し施設から報告を受けた札幌市は調査を進め、職員の行為は障害者総合支援法に定める身体的虐待、人格尊重義務違反に当たるとして、来年1月から3ヶ月間の利用者の新規受け入れ停止の行政処分としました。

札幌市が確認した虐待行為は、7月23日のみでこの施設によりますと、男性職員は聞き取りに対して「突発的に怒ってしまった。」と話し、すでに懲戒解雇処分にしたとのことです。
「社会福祉法人北翔会」は「今回のことは非常に重く受け止めています。再発防止に真摯に取り組んでまいります。」とコメントしています。
【上記の事例について】
○職員が利用者の顔を殴打、体を蹴る行為
・施設対応は「虐待防止研修会」を開催
・男性職員の心理状態や業務負担はどうだったか
[bookmark: _GoBack]・男性職員が虐待に至る前に止められなかったか、アンガーマネジメント研修等の開催が必要ではないか
今回は、7月に北海道札幌市であった高齢者虐待のニュースを掲示致しました。
今一度虐待について、虐待を防止するためにはどのような関り方や意識が必要であるのかを、再確認していただくようにお願い致します。
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